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「
今
日
は
キ
ャ
ピ
ト
ル
で
行
き
ま
す
」
と
岡
田

さ
ん
が
早
々
に
切
り
出
し
た
。
最
初
か
ら
レ
ー

ベ
ル
に
的
を
絞
っ
て
始
め
る
の
は
か
な
り
珍
し

い
こ
と
だ
。

　

キ
ャ
ピ
ト
ル
と
い
っ
た
ら
誰
？ 

と
不
意
に

問
わ
れ
て
、
パ
ッ
と
出
る
答
え
は
僕
だ
っ
た
ら

シ
ナ
ト
ラ
か
ザ
・
バ
ン
ド
。
そ
ん
な
音
楽
が
か

か
る
の
か
な
と
思
っ
た
ら
、
な
ん
と
キ
ャ
ピ
ト

ル
印
の
ス
ピ
ー
カ
ー
だ
っ
た
。
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ

ャ
ー
の
額
に
ち
ゃ
ん
と
ロ
ゴ
が
入
っ
て
い
る
。

　

と
い
っ
て
も
後
ろ
に
回
る
と
「
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ 

Ｂ
Ｙ 

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｉ
」
と
マ
ー
ク
が
入
っ
て
い

る
か
ら
イ
ギ
リ
ス
製
ス
ピ
ー
カ
ー
な
の
で
あ

る
。
１
９
５
５
年
に
英
Ｅ
Ｍ
Ｉ
が
キ
ャ
ピ
ト
ル

を
買
収
し
た
の
で
、
そ
の
関
係
で
作
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
。製
品
の
型
番
が
入
っ
て
い
な
い
の
で
、

宣
伝
用
や
販
促
用
な
ど
を
目
的
と
し
た
非
売
品

か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
っ
そ
く
ア
メ
リ
カ（
と
い
う
３
人
組
）の
代

表
曲
「
ベ
ン
チ
ュ
ラ
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
が
リ
ー

ク
の
真
空
管
セ
パ
レ
ー
ト・ア
ン
プ
で
か
か
る
。

カ
ラ
ッ
と
き
れ
い
に
乾
い
た
サ
ウ
ン
ド
が
実
に

感
動
的
だ
。
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
が
素
晴
ら
し
く

ジ
ャ
ス
ト
ミ
ー
ト
。
ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
・
ロ

ッ
ク
の
美
点
が
た
ん
ま
り
出
ま
く
っ
た
録
音
だ

（
レ
ー
ベ
ル
は
キ
ャ
ピ
ト
ル
で
は
な
く
ワ
ー
ナ

ー
で
は
あ
り
ま
す
が
）。

　

エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
は
厚
さ
５
㎜
と
薄
く
、

指
で
は
じ
く
と
コ
ー
ン
と
響
く
。
そ
の
鳴
り
が

生
ギ
タ
ー
や
コ
ー
ラ
ス
へ
絶
妙
な
実
り
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

　

ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
の
お
馴
染
み
『
プ
リ
ー
ズ
･

リ
ク
エ
ス
ト
』
は
テ
キ
パ
キ
と
ス
イ
ン
グ
し
て

い
く
。翳
り
の
あ
る
ブ
ル
ー
ス
感
は
希
薄
だ
が
、

こ
の
明
る
さ
も
ま
た
い
い
。

　

ボ
ス
コ
フ
ス
キ
ー
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
ア
イ

ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
」
は
日
曜
午
前
中
に
聴
く
よ
う

な
爽
や
か
で
優
雅
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
。

　

ト
ニ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
＆
ダ
イ
ア
ナ
・
ク
ラ
ー

ル
は
2
人
の
声
が
よ
く
抜
け
て
い
る
。
含
み
を

持
っ
た
50
年
前
の
レ
ト
ロ
感
は
皆
無
で
、
最
新

録
音
そ
の
ま
ま
の
音
だ
。

　

も
う
ひ
と
つ
用
意
さ
れ
て
い
た
ス
ピ
ー
カ
ー

が
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
製
で
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
の
Ｇ
５
０
１
。
20
㎝
フ
ル
レ
ン
ジ

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
し
の
ノ
ー
カ
ッ
ト
で
鳴
ら

し
、
高
域
を
５
㎝
ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
で
伸
ば
し
て

い
る
。

　

ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
は
腰
の
据
わ
っ
た
ジ
ャ
ズ
に

な
っ
た
。
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
サ
イ
ズ
以
上

に
低
音
が
豊
か
。
フ
ル
レ
ン
ジ
を
の
び
の
び
と

活
動
さ
せ
て
い
る
様
子
だ
。
ど
ん
な
ソ
ー
ス
が

来
て
も
間
違
い
の
な
い
コ
ン
サ
バ
テ
ィ
ブ
な
安

定
感
が
あ
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
聴
く
午
後
３
時
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
だ
ろ
う

か
。
ト
ー
ン
が
落
ち
着
い
て
い
る
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
立
っ
た
キ
ャ
ピ
ト
ル
・
ス

ピ
ー
カ
ー
、
万
能
型
の
Ｇ
Ｅ
。
ど
ち
ら
を
と
る

か
は
か
な
り
難
し
い
。
総
合
的
な
ス
ピ
ー
カ
ー

の
実
力
は
Ｇ
Ｅ
が
上
だ
ろ
う
が
、
キ
ャ
ピ
ト
ル

は
西
海
岸
の
ロ
ッ
ク
や
フ
ォ
ー
キ
ー
な
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
な
ど
が
、
も
う
こ
れ
以
上

な
い
ほ
ど
は
ま
る
。
個
人
的
に
は
そ
れ
系
専
用

に
キ
ャ
ピ
ト
ル
が
欲
し
い
で
す
ね
。

Retro-Future
古くて新しい もうひとつのビンテージオーディオ

本文／田中伊佐資
製品解説／岡田圭司

（アトリエJe-tee代表）
撮影／小林幹彦（彩虹舎）

西
海
岸
サ
ウ
ン
ド
の
キ
ャ
ピ
ト
ル
と

万
能
型
の
Ｇ
Ｅ
社
、
ど
ち
ら
も
魅
力
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Retro-Future
古くて新しい もうひとつのヴィンテージオーディオ

ヴィンテージといえば、アルテックやタンノイなどが誌面に取り上げられる機会が多い。しか
し、当時これらの老舗と肩を並べる、他の多くのブランドがあったことを知る人は少ないだろ
う。ビンテージ・ショップ「アトリエJe-tee」では、音質はもちろん、デザインにもこだわった「も
うひとつのヴィンテージ」を数多く紹介している。本企画では、同店で販売されている製品を
中心に、毎号テーマとなるブランドを取り上げている。今回はCapitol／EMIの20cmフルレ
ンジ＋5cmトゥイーターのシステムとGE社のスピーカー「G-501」を紹介しよう。

Capitol-EMI／GE-General Electric第37回

Capitol-EMI／GE-General Electric

Capitol-EMI
Capitol 社 は1942年に米国L.A.に設立されたレコード会社
で、1950年代頃には西海岸で屈指のメジャーレーベルとなり、
アメリカンポップスの黄金期を築き上げる。1956年に完成し
た本社ビルはアメリカミッドセンチュリーを代表する建物で、円
盤を12個重ねてその上に棒が立っているような形であり 
Capitol Tower と呼ばれている。この円盤はレコード盤を、
棒はレコード針を模していると言われる。60年代になると英
国のメジャーレコード会社EMIの対米市場戦略により、その
資本下になり Capitol EMI となる。

Capitol EMI speaker system
ユニットは２ウェイ構成で英国 EMI 社のものが採用されており、ネットワークはな
く楕円のフルレンジユニットとトゥイーターのローカットのみのシステム。キャビネッ
トはアメリカで企画されたタイプで、とても薄い板で構成されたコーナータイプの箱
に３本の金属製の脚が装備されている、裏側のバッフルは湾曲させた１枚板がネ
ジで固定されていて箱がよく響く構造になっている

GE G-501 / General Electric
米国General Electric 社が50年代に生産していた小型ブックシェルフタイプで、ユニットは20cmフ
ルレンジとコーンタイプのトゥイーターの２ウェイでネットワークはなく、トゥイーターのローカットのみで構
成されている。箱は薄い板の密閉タイプでよく箱が響いて豊かな臨場感を引き出している


